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要　約 1 ．は じめ に

　大学院修了看護師の 採用に おい て ，平成 9年 と平成

13年 で は ど の よ うに 意識 が 変化 し た か を ， 関西 圏 の

300床 以 上 の 病 院 の 看護管理者 へ 葉書に よ る調査を実

施 した。回収率は平成 9年が 109件 （49．8％），平成13

年が 160件 （60．2％） で あ っ た 。 結果 は， 1．大学院

進学希望者 が 11．9％ か ら29．6％ へ 増加 し （p ＜ 0．01），

2．大学院修了者を採用 した い と い う看護管理者は ，

46．8％ か ら61，4％ へ 上 昇 し （p＜ 0．05）， 3 ，採 用 を

「考え た こ と が な い 」 看護管理者 は 47，7％か ら20，3％へ

減少 し （p＜ 0．01）， 4．期待す る役割の 比率 は両年 と

も有意差 が な く，平成 13年度 で は 専門看護師72．5％，

看護研究者 58．1％，看護管理 者54，4％，看護教育者 が

30，6％で あ っ た。 5，変化 が み られ な か っ た の は 大学

院進学希 望者が看護職員の 中 に い た 場合 の 支援体制 で

あ り， 6割 が 支援体制は 「な い 」 で あ っ た 。

　我が 国の 看護師教育 に お い て ，大学教育お よ び 大学

院教育 と い う よ うな 「教 育 の 高 等 化 」 の 歴 史 は新 し い。

例えば10年前 の 平成 3年 で は
D
，准看護婦養成課程を

含め て 看護学校養成所の総数は 1503校 で あり，そ の 内

に 占 め る 4 年課程 （以 下，看護 大 学 と す ） は 11校

（0．7％），大学院は 4校 （0，3％） で あ っ た 。 そ の 後，国

の 方針
難

に よ って 看護大学及 び大学院数は 急増し
，

5年後 の 平成 9年 に は
z），看護大学数 52校 （既卒者が

い る 大学 21校），大学院数 14校 （既修了者が い る大学

院 7校），更に 4年後の 今年度 （平成 13年 4月） の 段

階 で は
3），看護大学数 91校 （既卒者 が い る大 学 52校），

大学院数は44校 （既修了者が い る大学院数36校） と い

う状況 で あり　（表 1）， こ の 10年間に 平均す る と看護

大 学 は毎年 8校，看護系大学院 は 毎年 4 校増加 した こ

と に な る。

　
一

方，本学 は平成 8年 に 開学 した新設 の 看護大学で

表 1 ．看護大学 ・大学院の 推移 単位 ： 校

平成3年 平成 9年 平成 13年 増加率 （平成 13／平成 3 ）

大学数

既 卒者が い る 大学数

1111 5221 9152 8．3倍

4．7倍

大学院数 （修士課程）

既修了 者がい る 大学院

44 147 443611 ，0倍

9．0倍
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あ り，平成 9年 か ら大学院修士課程開設 の 準備 に 入 っ

た。こ の 当時 の 看護 の 大学院修了者数 を概算す る と，

7校 の 看護大学院修了者数が各大学20人 と見積 も っ て

も 1年あ た り140人程度で あ る 。 こ の 140人と い う数値

は，平成 9年看護職 の 全就業者数 1，005，059人 に 対 し0．

0001％ と極端 に 少 な い 。っ ま り，全国 の 病院数9413に

お い て 看護大学院修了者を採用する こ とは非常 に 希な

こ と で あ っ た。従 っ て，我 々 は本学が 大学院教育を行 っ

た後 の 修了生の 職場を確保す る た め に，看護管理者が

大学院修了者 へ 関心を持 つ ような工夫をする必要を感

じて い た 。 ま た，看護管理 者が 大学院修 了 者 に 関心を

持 っ こ と は，本学 の み な らず ，看護界全体の 能力向上

の 機会とな る と考え た 。

　以 上 よ り，我々 は，病院の 看護管理 者 （総婦長，看

護部長，看護 の 副院長 の 総称 と して 用 い る ） は 大学院

修了看護師 （以下， 大学院修了者とす 。 ）をどの よ う

に 病院へ 受 け入 れ よ う と して い る の か，さ らに 平成 9

年か ら13年 まで の 4年間で，看護管理者 の 大学院修了

者 の 採用 に 関 して の 意 識が ど の よ う に変 わ っ た の か を，

関西圏 の 看護管理者に 対 して 葉書調査を行 っ た の で 報

告す る。

ま た．回答者は 各病院の 看護管理 者が施設 を 代表 して

1名 と した た め，項 目に よ っ て は 病院数 に 置 き換 え た

場合があ る こ とをお断 りす る。

皿。分 　析

　質問項 目に お い て統計的処理 が 可能な場合，統計 ソ

フ トNAP （医学書院）を用 い ，分析 は単純集計お よ

び二 群の 比率の 差 の 検定を 用 い ，有意差をO．05お よ び

0．01で 検定 した。 また，葉書 の 余 白に 目由記載され て

い た 意見 は，記載者 の 気持 ちを損 な わ な い 範囲 で 整理

し， で き る だ け原文の 意味を 残す表現 で，表 に ま とめ

た
。

w 。結　果

1．ア ン ケ ートの 回収率の 比較

　 ア ン ケ
ー

トの 配布数 は前回は219件，有効回答109

件，有効回収率49．8％ で あ り，今回 の 配布数 は 266

件，有効回答 160件，有効回答率60．2％ で あ り，今

回 の 方が回収率が高 か っ た （Pく 0．05）。

皿．方　法

　平成 9年と平成13年に，関西圏 （兵庫県， 大阪府 ，

京都府，滋賀県） の 300床以上 の 病院を病院要覧 か ら

選 び出し，そ れ らの 病院の 看護管理 者へ
， 葉書に よ る

調査 を 行 っ た 。 300床以上 の 病院と した の は，新看護

あ る い は基準看護などの 看護体制 の ばらっ きを少 な く

す る こ とを 考慮 した た め で あ る 。 主 な 調査内容 は 大学

院修了者 の 採用 に 関 して，大学院進学希望者 に つ い て ，

進学時の サ ポート体制 ， 大学院修了看護職 へ の 期待，

自由記載等 で あ る 。 ア ン ケ ー
トの 配布数は平成 9年は

219病院，平成13年 は266病院で あ り，両年共に プ ラ イ

バ シ ーの 保護の た め無記名で回答を得た 。 調査依頼 は，

平成 9年は依頼状と葉書ア ン ケ ートを同封 し，返信が

あ る こ とで承諾を得た と判断 した 。 平成13年は依頼状，

葉書 ア ン ケ
ートお よ び平成 9年の ア ン ケート結果の ま

とめ を同封 し，返信 が あ る こ とで 調査協力の 承諾を得

た と判断した 。

　な お，数値 の 結果 を 表現 す る際 に，本文中で は平成

9年調査を前回，平成 13年を今回 と し，さ らに 必要に

応 じて 「前回の数値／今回の数値」 の順で表記 した 。

2．大学院修了者の採用 に 関する比較

　 平成 9年 の 調査結果 で は，「大学院修了者 を す で

　に採用して い る か」に っ い て は，質問肢をたて て い

　な い た め 実 際的 な 数値 は 不明 で あ る が，自由記載

　（表 3）に は ， 「身分の 保障が な く，将来的 に 考 え た

　い 」「田舎の た め希望者が い な い 」 とい う意見 と，

　「現時点で は 考 え て い な い 」 「人手不足 の 現実か ら遠

　い 話で す」 「大卒者の 採用 もな く，（ま して 大学院卒

　は）想像が で き ま せ ん 」「検討す る時期で な い 」「わ

かりません 」などの 意見が見られた。 っ ま り，平成

　9年の 看護管理者は，大学院修了者の 採用 は 「考 え

て も無理 な話」 も し くは 「現実離れ した話で あ る」

　と受け止 め て い た場合 が 多 か っ た 。

　 平成13年の 調査結果で は （表 2），27人 （16，9％）

が 「採用 した」 と回答した 。
つ ま り27病院に大学院修

了者が存在して い た 。 「採用を希望」で は，前回 は 51

人46．8％／今回98人61．4％で 今回が増加 して い た （p＜

0．05）。 しか し平成 13年度 に お い て 「採用 した い 」 の

　内訳をみ る と，「採用す る 方向」 が 46人 （46．9％），

「採用 した い が無理 」が52人 （53．1％） で あ っ た。

　　 「採用 したい が無理」 の 理由を平成13年の 自由記
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表 2 ．看護管理 者が 「大 学院修了者を採用 する」 こ との 意識 の 比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位 ： 人 数　　（ ） は％

平成 9年 （n ＝109） 平成 13年 （n ＝160＞

採 用
一 27 （16 ．9）

採用を希望

（P ＜ 0．05）

51 （46．8） 98 （61，4）

（内訳 ）採用す る 方向　　 46 （46．9）

　　　　採用 し た い が 無理 52 （53．1）

採用を考えた事

　　が ない

（P 〈 0．01＞

52 （47，7） 26 （20，3）

採用 しない

（P 〈 0．05＞
6 （5．5） 0

表 3 ．大学院修了者を 採用す る こ と に 関す る意見 （自由記 載） （ ） は人数

〈 1．平成 9年調査 〉

　（1） 採用 した い が，今は 身分の 保障が な い 。 将来的に 考えて い きたい （4）

  　現時点で は考え て い な い （3 ）

　［3） 現状 で は人手 不足 で 無理 ・量 的質的 不足の 中で 現 実か ら遠い 話で す （2）
（4） 大卒看護職の 採用の 経験 もな く，想像 がで きませ ん （2）

　（5） 西南 の 田 舎 の た め 希望者 が い な い （1）

　（6） 検討す る時期で は な い （ユ）

　（7） わ か り ませ ん （1）

＜ H ．平成 13年 調査 ＞

　 1．す で に 大学 院修了 者 ・進学中が い る 病院

　　〔1｝大学院修了者がい る （27病院　16．9％）

　　  

 

13年 3月 に 2 年 間 の 休 職 で 修了 し た 看護 師 が 1名 い る 。 初め て の ケ
ー

ス で，休職扱 い に つ い て 周 囲や 当局 か ら理解 を

もと め る こ と が 大変で あった

今年，大卒 の 看 護職 を 1 名 採用 し た。個人の 資質 に も よ る が 大卒者と の 違 い が まだみ えず に い る。大学 院卒 の 受 け入

れ 体制 を 考 え て み る時期 か も しれ な い が，1人 の ス タ ッ フ と して 働 い て ほ しい

2．前 向 きに 「採用」 を検討

ω 　看 護職 に ふ さわ しい 人 材 を希望 し，今後 前向 き に採用 を 考え た い 。

  　病棟 ・外来 ・訪問 ・保 健〜予防まで 働 く場所は い ろ い ろ あ る 。 そ れ らの 現場 で
一定期間，患者と向き合 っ て 働 い て もら っ

　　 て か ら看護学校や 看護婦長に な って もら う。もち ろ ん 臨床 経験 を 経 て 大学 院 へ 進学 し た 人 は，こ の プ ロ セ ス は 多少変 わ

　　　る。給与 に おい て は検討 中で あ る。当院は，専門学卒で も 4大 卒で も看護の 号級 は 同 じで ある。大学 院卒 を ど うす るか

　 　 検 討が 必 要 と思 っ て い る

3．採 用 した い が，無理

（1） 採用 したい が 応募がい ない
。 希望 者 があ るの か が 問題 （12）

　   　臨床 に院卒 学生 が多数 を し め る事が望 ま しい が，当院で は活か しきれな い

　   　
一一

般 の 総合病院の 就職 も選択肢と して 考 え て 欲 しい

　   受 け皿 の 問 題 もあ り ますが，中小規模の 施設に も就職 し活動 して 頂 きた い

　   　重傷心 身障 害者 ・児 を専 攻 す る院生 は い る で し ょ うか

　   　民間の 精神病院に 就職希望 され る卒業 生 は居 る と思 わ れ ます か ？現在 は無理

　   　大卒者 は大 病院の 就職希望が 強 く採用発表 して も断わ って くる の で，まだ大卒 者 もい ない

  　
一

定数 の 院卒者を採用 した い が 身分保 障が 未 整理。根気 よ く訴 え て い くつ もりで あ る （2）

（3） 市の看護職採用に は年齢制限 があ る。今 後，大学院修了者の 採用 をど うす る か検討す る必 要が あ る

｛4） 看護管理 者 と して 採用 を考え て い る の で ，あ る程 度の 臨床経験が 必 要だ が，該当 者が い な い

4．採用を考え た こ とが な い

〔1） 時期 尚 早

〔2） 人柄 に もよ るが，今の大学院の レ ベ ル で は 困難 か も

（3｝ 当院で は，まだ 大 学院卒 を 受 け 入 れ る
一E壌 が あ り ませ ん

（4＞ 専 門的 に まだ考え て い な い
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載で み る と （表 3）， 「採用 した い が 応募者が い な い 」

「採用 し た い が 身分保障 が 未整 理 。 根気 よ く訴 え て

い く」 「採用 に 年齢制限があ っ て ，大学院卒は そ の

制限に抵触す る の で 今後検討が 必要」 「看護管理 者

と して 採用 の 場合，大学院卒に 臨床経験豊富な 人が

い な い 」などが主な意見 で あ っ た 。

　
一

方，「採用を考え た こ とがな い 」 は半減 し （表

2 ），前 回51人46，8％／今回26人 20．3％ で あ っ た （p＜

0，01）。 「採用 しな い 」 は，前回 6人5．5％／今回 0人

で あ り，平成 13年 は 減少 して い た （pく0．05）。 「採

用 を考え た こ とが な い 」 とい う理 由を 自由記載 か ら

み る と （表 3）； 「時期尚早」「今の 大学院生 の レ ベ

ル で は困難」「受け入れ る土壌が な い」 な ど で あ っ

た 。

3．大学院進学希望者 に 関する比較

　　 「あ な た の 病院の 看護職員の 中 に 大学院進学希望

者がお り ますか」 とい う質問の 回答を表 4に 示した 。

「は い 」 は，前回が 13病院 11．9％，今回 が 47病院29．6

％で あ り，今回の 方が増加 して い た （P＜ 0．01）。 逆

に 「い い え 」 で は，前回 が 85人 （78．0％），今回が56

人 （35．2％）と今回が減少 して い た （P く O．Ol）。

　　自由記載の 主 な 内容 を 表 5 に 示 した が，平成 9年

で は 「まだ，当院 に は大卒看護職が い な い 」 と記載

さ れ て い た の が85人 （78，0％） で あ り，「将来的 に

は 進学希望者 が で る 」 が 8人，「わ か らな い 」 が 5

人 で あ っ た。

　平成 13年で は，す で に 進学中と記載 されて い た の

が 7病院， ま た 「10月 の 調査で は い な か っ た 」「初

め て 大卒看護者を採用 した ば か りで 把握 して い ない 」

「結婚 して い る か ら無理 」 な ど が 見られ た 。 ま た，

大学院進学中 の 学生 の 内訳 は，休職扱 い 1名，長期

休暇扱 い 1名，非常勤 1名，non −nursing の 大学院

1名 ，

一
っ の 病院で 2名が進学中な ど の 記載が 見 ら

れ た 。 っ ま り，平成 13年に な る と ， 病院の 動き と し

て 大学院進学に 積極的に 取り組み は じめ る場合と，

従来通 りに様子をみ る病院 に二 分 され は じめて い た 。

4．大学院進学者へ の支援 の 比較

　　 「看護職員が大学院進学を希望 した場合の 支援を

考え て い る か 」 と い う質問 の 答 え を 表 6 に 示 した 。

「支援を考 え て い る 」 が前回 29人 26．6％／今回52人

349 ％ で あ り，有意差 は み られ な か った 。 「支援 は

な い 」 で は ， 前 回 65人 （59．6％） ／今 回 97人

（65，1％） で有意差 は見 られ な か っ た 。

　　自由記載 か ら 「支援」 の 内容 をみ る と （表 7），

「休職制度 は前回 7／今回 20」「勤務表の 調整 ・休 日

の 配慮 0／11」「奨学金制度 8／ 9」，「ア ル バ イ ト・

表 4 ．大学院進学希望者の比較 単位 ：病院数

平成 9年 n；109 平成13年 n＝159

は　 い

　　L
い い え．

わ か らない

　　　 13 （11，9）

　　　 85 （78，0）
一

47 （29，6）

56 （35，2）

56 （35．2）

P＜0．OlP

〈0，01

表 5 ．大 学院進 学希望 者に関する意見 （自由記 載）

1．平成 9年
（P　まだ 、大学 卒看 護職が い な い

  　わか らない

（3） 将来的に は 出て くる

85病 院 （78．0％）

5病 院 　（　4，6％）

8病 院 （7，3％）

2．平 成13年
〔1） 大学院在学生が い る　　 （7 病院　4．4％）

　　 休職 中 1，長期休暇扱 1，非常勤 1，看護系以外の 大学院へ 就業 しな が ら進学 1，不 明 3 （こ の うち 1 病院は 2名在学 中）

（2） 昨年 の 10月 に 面接 を行 っ た時 は い な か った。
  　本年初め て 大学卒が 3 名就職 した ばか りで ，把握 して い な い

（4） 大卒者が 1名い るが，結婚 して お り，進学 は無理 な よ うで す 。

（5） 当院 は看護 婦 の 76％が進 学過 程で す

（6） 調査 中

（7） 把握 で きて い な い

（8） 今後調 整 し た い

〔9） で き るか ぎ り進学させ た い 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

大学院修了看護師採用に 関する看護管理 者の 意識変化
一
平成 9年 と平成13年の 比較　　77

表 6 ．大 学院 の 進 学支 援 に関す る比較

平成 9 年 n
＝109（％） 平成 13年 n三160 （％）

1 ．支援を考えて い る 29〔26．6） 52（34．9） ns卩門 閥四四
自由記載   休 職制度 7 20

  勤務 の 調 整 ・休 日の 配慮 （夜 勤 な ど）
一 ll

  奨学 金制 度 5 9

  ア ル バ イ ト・パ ート 1 7

  再雇用 ・復職 1 5

  長 期 自主研 究 支援制度
・2年間 の研 修制 度 ・

長期休暇 あ り 　 3

  支援が で きる よ う働 きか けて い る 1 3

（前 回 ：休 職 1／ 今 回 ： 経 済 面 1 ，内容 不 明 2）

  希 望 者が あれ ばケ
ー

ス バ イ ケ
ー

ス で 考え る 3 3

  大学院へ の 進学には
一

部支援が ある
一 1

2．支援 は ない 65 （59 ．6） 97 （65 ．1） ns圏卩卩卩 r ． 門 層 唱，「「 卩，卩 門．P 層1卩 層 層卩
自由記載   退職 1 1

表 7 ．大 学院 の進 学 支援 に関す る自 由記載 （ ） は 自由記 載件 数

平成9年 平成 13年

1，特 に 意識 して い ない 1．こ れ か ら検討 （5 ）

2．病 院 の 動 向 に よ り考 えて も よい 2，復職 の 意思 が ある人 に は奨学金・休職 制度 を検 討 した い

3．具体 的 には考 えて い ない が 何 か の 形 で応 援 した い 3．私 と して は 「ど うに か した い 」 と強 く思 う

4．国立 病 院 は ，ま だ 支援体制 に な っ て い な い 4．将来，交 渉次第 で あ ろ う

5．CNS 博 攻の 場 合 ， 応援した い 5，在籍で きる よ う努力 し た い

6．編入 学 の 支援制度 を 実施 した が，大学院は まだ で あ る

＊ CNS ：Chnical　Nurse　Specialist（専門看護師）

パ ート 1／ 7」「再雇用
。復職 1／ 5」「長期休業 0

／ 3」などで あ っ た
。

っ ま り，看護職員 が 大学院 へ

進学す る こ と に っ い て の 経済的 ・時間的援助内容 は，

こ の 4年間 で 特に変化 を認 め な か っ た 。

　 ま た，表 5 に 示 した が ，すで に 採用 さ れ て い る 大

学院修了生 27人 に お い て ，受け た支援は 「休職」 が

10人，「休暇」が 1人，「勤務 の 調整」 が 1人，「奨

学金 ・ア ル バ イ ト 。
再雇用」 が 1人 ， 「退 職

・
再雇

用」 が 2 人，「不明 」 が 12人で あ っ た。っ ま り27人

中15人 （55．6％）が時間的 ・経済的支援を受 けて い

た。

5．大学院修了者へ 期待する役割

　　 「
一

般的 に ，大学院修了者 が ど の よ うな 分野 で 活

躍 して ほ しい か （複数 回 答）」 と い う質問 に 対す る

回答を表 8に 示 した 。 「CNS 」 は前回71人65，1％／

今 回116人72．5％，「看護管理 者 」 は 71人65．1％／87人

54．4％，「看護 の 研究者」 は 58人 53．2％／93人 58．1％，

「看護教員」 は 45人41．3％／49人30．6％で あり，前回

　と今回で は比 率 に お い て 差 は認 め られ な か っ た 。

　　自由記載を み る と （表 9 ）， CNS で は ，第一
に

院内教育 ・現任教育 ・看護実践 の モ デ ル を担 い，看

護 ケ ァ の 質向上 の 努力 を 希望 す る 意 見が 最 も多 い 。

具体的 に は 「質改善 の リ
ー

ダ シ ッ プ 」「理論を分か

　り や す く指導 して ほ しい 」「対象理 解をよ り深 くす

表 8 ．看護管理者か ら期待されて い る大学院修了生の役割の 比較　　（複数回答）

平成 9年 （n＝109） 平成13年 （n＝160）

CNS （専門看護師）

看護 の 研 究 者 （ns ＞

看護管理者 （ns ）

看護教員 （ns ）

（ns ）

iliiil許
45（41，3）

＊＊

r
116 （72．5％）

93（58．1）

87（54．4）

49（30，6）

コ
＊＊

コ
＊＊

コ
ns

ns ： 平成 9 年 と平成13年 の 比 年 度 で は有 意差 はな か っ た
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表 9．平 成 13年 にお け る大学 院修了 者 に 関す る期待 （自由記載 よ り）　 （ ） 内は人数

＜ 1．CNS 　 （116人 　72．5％）＞

　1 ．院内教 育 ・現 任教育担当・実践者の モ デ ル として ，看護 ケ ア の 質向上 に努 力 して ほ しい （14）

　   臨床看護 の 質改 善 に向 けて の ：J　一ダーシ ッ プ

　   現場 で理 論 をわか りや す く展開 す る方法を指導 して ほ しい

　   よ り深 く対象を 理 解 し援助す る為，知識 ・技術 を生か した指導 を期待 す る

　   他職種か ら認知 され るよ うに 看 護 の モ デ ル を示 して ほ しい

　   　コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン に 関す る ス キ ル の レ ベ ル ア ッ プを して ほ しい

　2，CNS と して，看護 の 質向上に 貢献 して ほ しい （5 ）

　3．研究者 と して で は な く臨床 の 看護 の 質 向上 の た め に 科学 的根拠 で 導 い て ほ し い （2）

＜ H．看護研 究者 （93人　58，1％）＞

　 1．臨床看護 研究 に 関わ っ て ほ しい （臨床 との 共同研究）

　2 ．臨床の 困惑か ら 目を そ ら さ な い で 持続 す る研究 を期待 す る

　3．実践の 中か ら理 論性を見い 出せ るよ うな研究 的態度の 育成 に 携 わ っ て ほ しい

　4 ，臨床の 研究の リ
ー

ダーに な っ て 頂きた い 。

〈 皿 ．看護管 理 者で （87人 　54，4％）＞

　 1．実践経験を積み，そ れか ら看護管理者 にな って ほ しい （2）
　 2．「経 験 の み」 で な い 看護管理 を示す役割 を と っ て ほ しい

　 3．看 護の 質向上 の た め，看護 管 理 者 な どの ，J　一ダ
ー

と して 役割 を期待す る

〈 rv．看護 教育 （49人　30．6％）＞

　 1．臨 床 に おけ る看護職 の 役割 を重視 で きる看護教育の 充実

　 2．教育指導，コ ン サ ル タ ン トの 分野 で の 活躍を期待 して い る

る た め の 指導」「他職種か ら認知 さ れ る よ うに看護

の モ デ ル を 示す」「コ ン サ ル テ
ーシ ョ ン に 関す る ス

キ ル ア ッ プ」などが主 で あ っ た 。 看護 の 研究者 で は，

「臨床との 共同研究」「臨床の 困惑 か ら目を そ らさ な

い 」 「臨床 の 研究 の リ
ーダー

」 「実践 の 中か ら理論性

を見い だ せ る よ うな研究態度の 育成」など，臨床を

テ
ー

マ とす る こ とを期待して い た。看護管理者 で は，

「実践経験を積ん で，そ れ か ら看護管理者に な っ て

ほ しい 」，「経験 の み で はな い 看護管理 を 目指す役割

を と っ て ほ し い 」「看護 の 質向上 の リ
ー

ダ
ーと して

の 役割を 期待す る」 な どで あ り ， 看護の実践と理論

に裏打ちされた看護管理を期待 して い た 。 看護教育

者 で は，臨床を重視 した看護教育を期待して い た。

以上 よ り，大学院修了者は，CNS ，看護 の 研究者，

看護管理者 ， 看護教育者の どれをとっ て も，「臨床」

重視 の 姿勢を もっ こ とが期待され て い た 。

6．大学院修了 者 に 関 す る 「その 他 の 意見」

　　平成13年 の 調査 で は ， 約 8害1」の 葉書 に さ まざまな

意見が記述 され て い た 。 そ の うち表 1〜9 に 含 まれ

　な い 内容を 「臨床経験を重視」 「学歴 よ り個人を重

視」「そ の 他」 に 分類 し表10と して 示した 。

　　 「臨床経験を重視」 で は ，「まず ス タ ッ フ と して

臨床を熟知して ほ しい 」，「どん どん臨床経験を して

か ら，CNS ，看護研究者，看護教育者，看護管理

者 に な る こ とを 期待」，「机上 の 空論で は な く，技術

の 訓練を して か ら理論を述べ て ほしい 」，「大学院を

で て も実践者 で あ る とい う意識が必要」， 「大学院で

の 学習 を 実務 に 生 か して ほ しい 」，「現場 を し っ か り

見て 課題 を 発見 し指導す る力 」 な どで あ り，看護 は

実践学 で ある こ と を強調 して い た 。

　 「学歴 よ りは 個人の 能力重視」 で は 「人間性重視」

「本人 の 特性をみて 」「看護 に 対す る ポ リ シ
ー

」「人

間性が豊か 」「協調性が あ る」 「ど ん な フ ィ
ール ドで

もや っ て い く意欲的な人」「社会人と して の マ ナ
ー
」

「組織 の
一

員として の 働 き」「常識人」「人間的に 成

長して い る」「職務内容が合わ な い 場合も普通 に リー

ダで ある こ と」 「専門分野 に 挑戦す る意欲を ア ッ ピ ー

ル で き る こ と」 な どで あ り，学歴をっ けたとして も

人間牲が 重要 で あ る こ と を強調 して い た。

　 「そ の 他 の 意見」 で は，「最初 か ら特別 な ポ ス ト

を用意 して い る職場は 少な い 」 な ど，実際 に 採用 さ

れ る際の 心構え や 「民間病院 や 精神科 の 病院 に も就

職 して ほ し い 」 「大学院と の 交流を深め た い 」な ど

の 希望が述べ られ て い た 。

7．「大学院進学 の 条件緩和」へ の 関心

　　平成11年10月 に文部省 は 大学院設置基準を改正し

大学院に進学で きる条件を大幅に緩和 し，短期大学

お よ び専修学校卒業生 も受験が 可能 と な った が，今
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表 10．平 成 13年 に お ける 大 学院修 了者 に 関す る 「そ の 他 の 意見 」 （　） 内は 人数 を示 す

＜ 1 ．臨床経験 を重視 ＞

　1，期待 は 多 くあ るが，まず ス タ ッ フ と して 臨床 に 熟知 して ほ しい ・理論だ けで は困る （15）
　2．どん どん 臨床経 験 を し，CNS ，看護 研究者，看護教員，看護管理者 とな る こ とを期待 （3）

　3．机上の 空論で は な く，技術の 訓練を して か ら理論をの べ て ほ しい （3）。
　4．臨床 で の 経験 を大切 に し，研究者 や 教 育者 の み で な く 「実 践者で あ る」 と い う意識が 必要 （2）

　5，大 学 院の 学習 （理 論的裏付 け） を 実務 に生か して ほ しい （2）
　6．大学 ・大学院卒業生 が 看護 実践 の 場 を し っ か り見 て 課題 を発見 し，指導する 力が 必要

〈 H ．学 歴 よ りは個 人 を重 視 ＞

　1．学歴 で は な く，本人の 特性，看護 に対 す る ポ リシ ーお よ び本人 の 能 力次 第で あ る 〔7）

　2．人間性 豊かな指導者で あ っ て ほ し い （協調性が乏 しい と聞きます）（2）

　3．理 想 や 高望 み せ ず，ど ん な フ ィ
ール ドで もや って い く意欲 の あ る人 を望 む （2）

　 4．知 識 だ けで な く，社 会人 と して の マ ナ
ー

を もって る 人 で い て ほ し い
。

　5．組織 人 と して チ
ー

ム の
一
員で あ る働 きが 可能で あ っ て 欲 しい 。

　6．常識人 で あ る こ と。
　7．人間 的成長を大きく望み た い 。

　8．大学 院卒 は大切 な背景で あ るが，本人 の キ ャ ラ ク タ
ーと職務 内容 が あわ な い 場合 も あ り，普通 に リ

ーダー
で あって ほ しい 。

　9，自己の 専門分野，挑戦 しよ う と す る 役割を積極的に ア ピ ール して ほ しい

＜ 皿，そ の 他 の 意見 ＞

　1．現時点 で は最 初か ら特別 な ポ ス トが 用意 さ れ て い る職場 は少 な い と思 う

　2．現在 1名休職で 進学中で あ る 。 新 規採 用 の 大卒者 は 日常業 務 に専 念 して い る 状態 で 特別 な役 割 を与 え られ な い 。病 院 と し

　　　て 大学 院 へ 進学させ る場合 は役割を考え て 出 した い

　3．1名採 用 し ま した が，1年後に 保健 婦 に な っ て や め ま した。
　4，地方の 公 共病院 へ ど ん ど ん 就業 して い た だ き，病 院経 営 の 参 画者 と して，医師 と同等 の 発言 力 を もっ 状 況 を 構築 して い た

　　 　だ きた い

　5，国 公 立だ け で な く率先 して 地域 の 民 間病 院 に 就職 し，看護 の 質 向上 の た め に 活躍 して ほ し い （2）

　6，精神 科単 科 の 病 院 で，ケア の 質を ア ッ プ すべ く日々 努力 して い ます 。

一
緒に ケ ア を して 自分 た ち の ケ ア に よ っ て 変化 して

　　　い くこ と を感 じられ る病院 に した い と願 っ て い ます。力をか して ほ し い と切望 して い ま す

　7，ナ
ー

ス の 基礎 教育 と同 じよ うに ，もの ご とを 構築 して い く力が 臨床の 看護職 に も要求 さ れ ま す

　　　お の お の の コ
ー

ス の 特性を 生 か し て 活躍 して い た だ くと大変 に 活性 化す る と思 い ま す

　8．今の 臨床現場 は い ろ ん な問題 があ る。研 究・教育 ・臨床の 連携を望 む

　9．看護 大学，短 大 と も教 員 は臨床現場 と密着 し，看 護 の 問題解決 を期 待す る

　10．大学院と交流 を深 め学 び たい 。臨床 （研 究） の 場 と して 提供す る こ と もあ る

　11．看護 系大学で は な く
一
般大学を卒業 し （就 業 しなが ら）今 春 よ り大学 院 へ 進学 した 方 が

一
名い ま す （哲学科）。 間接的に，

　　 　仕事 の 上 で の 還元 が あ るか と思 わ れ ます

　12．現在，教 員希望 に か たよ りす ぎて い る 。 臨床も志向 して ほ しい

　13．は っ き りい っ て レ ベ ル の 違い が あ る こ と は わ か り ま すが，どの 程 度 の 違 い な の か ま っ た くわか りませ ん。ど う意見を書 け

　　 　ば い い の か もむずか しい で す

回 の 調査で は，160人中135人 （85，4％）がそ の こ と

を知 っ て い た Q

V ．考　察

　平成 4年以降，国 は 看護教育 の 大学化を押 し進 め，

看護大学数お よ び大学院数が急増 して い る （表 1）。

こ の 状況 の な か で 平成 9年か ら平成13年の 4年間 に お

い て，病院の 看護管理者 の 意識が大学院修了者 の 採用

に関して どの よ うに 変わ っ た の か に っ い て検討した 。

1．この 4年間で 変わ っ た看護管理者 の 意識

　　変わ っ た の は，大学院修了者を採用す る こ とを前

向きに考え始めた看護管理者が増加 したこ と で あ る 。

例 え ば，大学院修了者を 「採用 した い 」 と希望 して

い る 看護管理者 は47％ か ら61％ に 増加 し，採用 を

「考 え た こ と が な い 」看護 管 理 者 は，平成 9年 は48

％と約 5 割に 及 ん で い た の に 対 し，平成13年で は

20．3％と 2割 に 減少して い た。また，「採用 しな い 」

と答えた看護管理者 は 平成 9年が 6人で あ った が ，

平成13年は 0人 で あ っ た。

　 こ の 背景 に は，大き く 4 っ の こ と が考え られ る 。

第一は ， 看護教育が大学化 ・大学院化 され て 10年 が

経過 し，看護教育の 高等化が浸透 して きた こ とで あ

る 。 例え ば，平成 9年 の 調査 で は 「大学院修了者 の

採用を考えるの は論外」 と い う論調 が全体的に み ら

れ た が，今回 の 調査 で は 大学院設置基準に お け る受

験資格 の 緩和 に つ い て 看護管理者135名85．4％ が 知 っ

て い た 。 これ は大学院修了者を採用 して い るの は 27
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施設で あ る現状 を考 え る と，大学院修了者 を 採用 し

た か否か にか か わ らず，看護管理者は大学院に注 目

し始 め た こ と を示 して い る 。 第二 は 今回 の 調査対象

で あ る関西圏で は 京都府 を の ぞ く 3府県 （滋賀県，

大阪府，兵庫県） に は看護大学お よ び看護系の 大学

院 が 設立 され よ り身近 な 存在 とな っ た こ とで あ る 。

第三 は大学卒業生が 年 々 増加し，い ろ い ろ な病院に

就職 し始め た とい うこ と，第四は 4年前に我々 が 行 っ

た 「大学院 に 関す る葉書ア ン ケ ート」 に よ っ て 注意

喚起 され看護管理者が触発された こ と等 が考 え られ

る 。
こ れ ら 4因子 の 影響 の 度合は ， 今回は葉書に よ

るア ン ケート調査 で あ り，こ れ以上 の 検討 に は 限界

が あ る。

　 しか しなが ら，看護管理者 は，4年前は 「遠 い 話」

「将来的 に 考 え る」 「現時点 で は 考 え て い ませ ん 」

「該当者が い な い」 と い う当惑 した状況 で あ っ たが，

今回 は そ こ か ら踏 み 出 して ，大学院生 の 採用 を 現実

の 課題 と して 取り組み 始 め た こ とが伺え，こ れ が大

きな変化 で あ っ た 。

2 ．こ の 4年間で変わらなか っ た 看護管理者の 意識

　　変化しなか っ た意識は，第一に病院として の 進学

支援体制で あ り，第二 は大学院修了生 へ 期待す る役

割で あ っ た 。

（1） 進学支援 の 体制 に つ い て

　　　 「支援体制を考え て い る」看護管理者は前回 も

　　今回も約 3割 で あ り，具体的 に は 「休職制度」，

　　「奨学金制度」「長期研修制度」 な ど，時間 と経済

　　の 保証 の 問題で あ っ た 。

一方，「支援体制 は な い 」

　　が前回 も今回 も約 6割 で あった 。

　　　こ の 背景 に は，第一に一般的 に 支援体制の 多く

　　は 経済的な問題 が 絡 む た め，看護管理者 の
一

存で

　　決 め られ る問題 で は な い こ と，第二 に 大学院へ 進

　　学す る と い う こ と は，一
般的 に 個人 の 問題と考え

　　られて お り，看護師だ け の 支援体制を院内 に 作 り

　　に くい 状況 が 考 え られ る 。 しか しな が ら実際 に大

　　学院を修了者し た27人 は，約 5割が 「休職」「奨

　　学金」 「勤務表の 調整」 な どの 時間的 ・経済的支

　　援 を受け て い た
。 今後，組織 の 問題 （看護 の 質 の

　　向上）と個人の キ ャ リア 開発 の 調整 を ど の よ うに

　　 と る か が 病院看護部 の 課題 で あ る。

　  　大学院修了生 へ 期待す る役割

　　　 「大学院修了者が ど の よ う な分野で 活躍 して ほ

し い か （複数 回 答）」 と い う質問 で の 看護管理 者

の 回答は，前回と今回で は比率 の 差 が な く，約 7

割が 「CNS 」，約 5〜 6割が 「看護 の 研究者」

と 「看護管理 者」，3〜 4割 が 「看護教員」で あ っ

た 。 また，自由記載か らみ る と 「CNS 」，「看護

の 研究者」，「看護管理 者」，「看護 教員」 の ど れ に

お い て も 「臨床がわか っ た 上で 役割を とっ て ほ し

い 」 あ る い は 「臨床 の 看護 の 質 が 向上 す る よ う に

役割 を と っ て ほ しい 」 で あ っ た。

　一
方，筆者 らが 任意加入 の 団体で あ る 「看護系

大学院生 ・修了生連絡会 （平成 8年解散）」 の 名

簿 （平成 7年 5月発行）をもとに，調査を行 っ た

と こ ろ ， す で に大学院を修了 し消息が は っ き り し

て い た352人中198人 56．3％が看護教員で あ り，医

療機関 や 保健所関係へ 就職 した の は57人 16．2％で

あ っ た 。 平成 7年以降 も看護大学お よ び大学院が

増加 して い る こ とを 考 え，こ の 比率が 現在も続 い

て い る とす る な ら ば， 大学院修了者が病院 へ 就職

し看護管理者 が 望 む よ う な医療現場 の レ ベ ル ア ッ

プ を図る こ とは，や や遠 い 先 の こ と と考え られ る 。

VI．まとめ

　看護管理者 の 大学院修了者の 採用 に つ い て 葉書 に よ

る 意識調査を，平成 9年と平成13年に行 っ た。今回，

この 2回の 調査を比較す る こ とで ， 4年間の 変化に お

い て 以下 の 結果 を得た 。

1．病院内の 看護職員に お い て 大学院進学希望をも っ

　た 看護師が11，9％ か ら29．6％ と増加 して い た （p ＜

　0．01）

2．大学院進学希望者が い る場合 の 支援体制 は 前回 も

　今回 も約 3割が 「考 え る」 で あり， 「6割」 は 「支

　援体制 は な い 」で あ っ た 。

3．大学院修了者 を採用 した い と い う看護管理者 は ，

　前回 は46．8％で あ っ た が，今回 は 6L4％ と上昇 して

　 い た o （p く 0．05）

4．大学院修了者を採用す る こ とを 「考 え た こ とが な

　い 」 看護管理 者 は，前回 は47．7％で あ っ た が，今回

　は 20．3％と減少 して い た （p ＜O．Ol）。

5，大学院修了者を採用 しな い と答 え た看護管理者は ，

　前 回 は 6人 で あ り，今回 は 0人 と減少 して い た （p

　 ＜ 0．05）。

6．看護管理者が大学院修了者へ 期待す る役割 は ，前
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大学院修了看護 師採用に 関す る看護 管理 者の 意識変化
一
平成 9年と平成13年の 比較

回 と今回 で は有意な 差 は な く，CNS が 7割，看護

研究者 と看護管理 者が 5 〜6 割，お よ び 看護教育者

　が 3〜4 割 で あ っ た
。

7，大学院修 r者を採用した か否か に か か わ らず，看

護管 理 者 の 85．4％が 改正 さ れ た大学院設置基準 の 入

学資格 の 緩和 を知 っ て い た 。
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　看護婦 等の 人材確保 と促進 に 関す る法律 （平成 4 年 6 月法

86） に 続 き，「看護婦 等 の 確保 を 促進 す る た め の 措 置 に 関 す

る基本的な指針 を策定 した 件」 （平成 4年12月文 。厚 ・労 ・）

が 出さ れ た 。

（受 付 ：2001，12．28；受 理 ：2002．1，16）
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